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山都町社会福祉協議会へ寄付ありがとうございます

山の都地域しごとセンターを経由した移住者が100名を超えました。
　山の都地域しごとセンターは平成 27年度から移住定住の窓口として移住
の相談対応や空き家への入居サポートを行っていますが、山都町への移住に
繋がった方がついに 100 名を超えました。今でも移住の問い合わせや空き家
に関してのお尋ねも年々増えています。
　また、山都町へ移住された方も、地域活動や農業の担い手として活躍され
ています。今後も「山都町に住んでみたい」「山都町に住み続けたい」の声に
寄り添っていきます。

事業年度 世帯数 人数
平成 27年度 5 9
平成 28年度 6 25
平成 29年度 8 12
平成 30年度 13 23
令和元年度 16 28

令和２年度（９月30日まで） 10 21
合　　　計 58 118

山の都地域しごとセンターを経由した移住者数

　今月号は交通安全について特集
を掲載しました。反射材の有無や
車のライトの向きで運転手からの
見え方の差の大きさが予想より大
きかったので驚きました。
　車の走行時のライトは基本が上
向き（ハイビーム）で、先行車が
いる時や対向車とすれ違う際など
に下向き（ロービーム）に切り替
えましょう！
　歩行者の方は夕暮れ時以降、外
に出る際は、明るい服や反射材の
着用をお願いします！運転者・歩
行者が交通安全意識を高め、交通
事故ゼロを目指しましょう！
 （坂本奈）

編 集 後 記

　いただいた香典返し（寄付金）は地域福祉の活動
に使わせていただいております。
　写真は「交通安全母の会」のみなさまからタオル
を寄贈いただきました。寄贈品は豪雨被災地へ届け
ました。
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11 月 25日から 12月１日は 「犯罪被害者週間」 です

警察における被害者支援　　　　　　　　　　　警察の相談窓口　　　　

※　詳しくは熊本県警察のホームページをご覧ください

　今般のコロナ禍の現状においても、子どもたちのネットトラブルが絶えない状況です。
　そこで、子どもたちの利用が多いYouTube の啓発動画を熊本県警察のホームページに掲載してい
ます。
　親子で視聴し、家庭でスマホ等のルールを見直すきっかけにされ
てください。
　右のＱＲコードを読み込むと、『肥後っ子サポートセンター』の
動画サイトにつながり、視聴できます。

ホンデリングで被害者支援～本でひろがる支援の輪
ご自宅等に不要な書籍はありませんか？
その本が、犯罪被害に遭われた方々への様々な支援活動に活用されます。
本「１冊」でできる支援があります。
あなたの１冊の本から支援の輪を広げていきましょう！！
不要な書籍がありましたら、山都警察署又は駐在所までお持ちください。
※必ず書籍に ISBN（国際標準図書番号）があることを確認してください。
　対象外となる本がありますので、不明な場合はお問い合わせください。

　犯罪被害にあわれた多くの方は、直接的な犯罪被害だけでなく、被害後の精神的なショック、生活面
や経済面での不安など、二次的な被害に苦しまれています。警察では、このような被害者の方々を支援
する制度や専用の相談窓口を設けるとともに、被害者の方々の置かれた現状や被害者支援の重要性につ
いて、県民の理解を求めるための活動を行っています。

山都警察署・署協議会だより 熊本県警のホームページ
https：//www.pref.kumamoto.jp/police/
管内の犯罪・交通事故の発生状況、県警から
のお知らせ等が掲載中です。ＴＥＬ ７２－０１１０

・よかこつばい　免許返納　自分から 井上　栞那（矢部中３年）
・やさしい運転　あなたを守り　みんなも守る 坂田和嘉子（一般）

交通安全標語
令和元年度受賞作品

YouTube 動画 「ゆっぴーと学ぼう !! あんしんネットスクール」

ISBNの見本

○捜査の流れや支援制度の案内を記載した
手引の交付

○指定された職員による被害者支援
○捜査状況等に関する被害者への連絡制度
○診断書手数料、処置料等の公費支出
○カウンセリング費用の公費支出制度
○再被害を防止するための制度
○くまもと被害者支援センターとの連携
○関係機関団体との連携

警察安全相談室
（警察の総合相談窓口）
196-383-9110
又は　＃ 9110

性犯罪相談電話
（性犯罪被害に関する相談

窓口）
0120-8343-81
096-384-1254
又は　＃ 8103

犯罪被害者支援室
（犯罪被害支援・犯罪被害給
付制度に関する相談窓口）

096-381-0110
（内線 2193 ～ 2195）

肥後っ子テレホン
（いじめ、少年非行等の少
年問題専用相談窓口）
0120-02-4976
096-384-4976

振り込め詐欺相談電話
096-381-2567

令和元年12月の移住者交流会のようす
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